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研究内容：  

「カーナビは何故一瞬で最短経路を出せるのか？」，「何故，暗号は簡単に破られないのか？」これらの疑問に

答える鍵は，問題の難しさを解明する数理にあります．計算量理論（あるいは，計算複雑性の理論）と呼ばれ

る研究分野は，問題の難しさを定量的に測り，本質的に難しい問題が存在するのかを解明することを目指す数

学・情報科学の一分野です．問題の難しさを解明する数学的な問いの重要性は，我々の身近なところに潜んで

います．なぜなら，計算量理論における難しい問題とは，コンピュータでさえ効率的に解くことができない問

題を意味します． 

 現代社会において，コンピュータを使ったことがない人は居ないと言っても過言ではないでしょう．我々が日

常的に使うスマートフォンやタブレット，パソコンもコンピュータのひとつです．これらコンピュータの処理は，

様々な情報を処理するアルゴリズムに支えられています．つまり，効率の良いアルゴリズムを開発することが，

我々の社会では欠かせません．しかし，アルゴリズムの効率性に関する理解は，コンピュータの普及に比べると，

遅れているのが実情です．その象徴が，100 万ドルの懸賞金が掛けられているミレニアム懸賞問題のひとつであ

る「Ｐ対ＮＰ問題」です．これは，効率良く解けるのかさえ分からない問題が数多く存在することを示しており，

現在でも未解決のままです． 

 計算量理論は，YES／NO で答えることが可能な判定問題を解明する取り組みから発展してきました．しかし，

実社会における課題の多くは，YES／NO で答えられるとは限りません．たとえば，冒頭のカーナビの例がその

ひとつです．『目的地までの最短経路を計算する』問題は，YES／NO で答えることができない計算問題の例で

す．YES／NO で答えられるとは限らず，具体的な解を出力する計算問題のことを探索問題と言います． 

 私の研究では，探索問題の中でも『常に答えがあることが保証された』探索問題の難しさの解明に取り組んで

います．解が存在することを知っていても，それを実際に見つけることは別の話です．素因数分解が良い例です．

全ての自然数に素因数が存在することは，中学生でも知っている事実ですが，ある自然数に対する素因数を計算

することは，暗号技術の安全性保証に用いられるほど解くことが難しい問題となっています．これらの問題の難

しさを数学的に解明することは，より安全な暗号や，より賢い最適化アルゴリズムの設計へとつながります．『答

えは必ずある，でも見つけるのは難しい』—— その本質的な理由を明らかにすることが，私の研究の目指すと

ころです． 
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